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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第86期

第２四半期連結
累計期間

第87期
第２四半期連結
累計期間

第86期
第２四半期連結
会計期間

第87期
第２四半期連結
会計期間

第86期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
８月31日

自平成22年
３月１日
至平成22年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成22年
６月１日
至平成22年
８月31日

自平成21年
３月１日
至平成22年
２月28日

売上高（千円） 8,184,86721,745,1674,305,32110,185,86620,127,099

経常利益（千円） 290,8491,283,478217,158 184,713 528,143

四半期（当期）純利益（千円） 243,683 906,624 177,638 159,009 319,260

純資産額（千円） － － 4,282,7134,757,1764,258,507

総資産額（千円） － － 11,069,49019,211,16619,330,556

１株当たり純資産額（円） － － 376.78 418.66 374.03

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
22.05 81.88 16.04 14.36 28.86

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
22.01 － － － 28.84

自己資本比率（％） － － 37.7 24.1 21.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,027,6861,007,157 － － △711,378

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△73,671△621,994 － － △217,814

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△392,277 172,070 － － 3,167,446

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 2,032,6584,167,0583,682,631

従業員数（人） － － 487 1,949 2,018

　

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、第86期第２四半期連結会計期間及び第87期第２四

半期連結累計(会計）期間は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．従業員数は、就業人員数を表示しております。

　

EDINET提出書類

株式会社エルモ社(E02359)

四半期報告書

 2/32



２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、重要

な関係会社における異動もありません。　

 

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年８月31日現在

従業員数（人） 1,949(479)

　（注）１　従業員数は、当社グループ外からの出向者を含んでおります。当社グループ外への出向者はおりません。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

(2）提出会社の状況

 平成22年８月31日現在

従業員数（人） 201 (22)

　（注）１　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含んだ就業人員数であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別 金額（千円）　 前年同四半期比（％）　

書画カメラ事業 1,859,271 8.7

監視カメラ事業 253,621 31.1

映像ソリューション事業 21,630 755.3

その他の事業 4,811,174 4,377.6

合計 6,945,698 244.8

　（注）１　金額は、製造原価によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）仕入実績 

　当第２四半期連結会計期間における仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別 金額（千円） 前年同四半期比（％）　

書画カメラ事業 2,153,877 169.7

監視カメラ事業 309,673 29.0

映像ソリューション事業 7,244 △63.4

その他の事業 4,202,122 191.7

合計 6,672,918 167.1

　（注）　　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注実績

　当社グループは見込み生産のため該当事項はありません。

(4）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別 金額（千円） 前年同四半期比（％）　

書画カメラ事業 3,512,939 24.5

監視カメラ事業 466,710 0.8

映像ソリューション事業 76,903 37.6

その他の事業 6,129,313 534.7

合計 10,185,866 136.6

　（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２　前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

　相手先

前第２四半期連結会計期間

（自　平成21年６月１日

至　平成21年８月31日）　

当第２四半期連結会計期間

（自　平成22年６月１日

至　平成22年８月31日）

金額（千円）　 　割合（％） 金額（千円） 割合（％）

(株)日立ハイテクノロジーズ 　－ 　　　－ 　　1,968,394　　　　　　19.3　
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２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。　　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当企業グループが判断したものです。　

　

(1) 業績の状況  

  当第２四半期連結会計期間（平成22年６月１日から平成22年８月31日）においては、急速かつ大幅な円高の進行

が未だ回復に至らない我が国経済に大きな影響を与え、雇用・所得環境の改善も進まぬ中、景気回復の見通しをつ

け難い状況が続きました。このような経済環境下でありましたが、当社においては主力の書画カメラ（特に初等教

育用小型機種）が最大市場の米国で順調に売上が拡大しました。また、昨年11月より当社グループに加わりました

(株）ＳＵＷＡオプトロニクスもプロジェクタ向け光学ユニット事業が順調に推移いたしました。

　以上の結果、売上高は書画カメラ事業の伸長に(株)ＳＵＷＡオプトロニクスによる光学ユニット等の売上5,318百

万円が加わり10,185百万円（前年同四半期比136.6%増）となりました。利益につきましては売上が伸長したことや

コストダウンの推進等で、営業利益は216百万円（前年同四半期比5.8%増）となりましたが、円高の進行による為替

差損の発生により、経常利益184百万円（前年同四半期比14.9%減）、当期純利益159百万円（前年同四半期比10.5%

減）となりました。

 

事業の主要分野別概況は、次のとおりであります。 

 

①　書画カメラ（資料提示装置・実物投影機） 

　米国Ｋ－１２（義務教育相当期間）市場における書画カメラ販売が当期も順調に伸長いたしました。当社で

は今後も書画カメラを軸にしつつ「クラスルームソリューション」として分かる授業の推進に教育現場のICT

化を国内外で積極的に提案してまいります。

これらの結果、当事業の売上高は3,512百万円（前年同四半期比24.5%増）となりました。

②　監視カメラ

　経済状況ならびに他社競合が厳しい中でありましたが、国内での営業活動強化に努め、当事業の売上高は466

百万円（前年同四半期比0.8%増）となりました。

　

③　映像ソリューション、その他 

　平成22年1月4日付けで会社分割いたしましたエルモソリューション販売(株)がグループ会社のＳＯＡ（サン

ヨーオーエー）各社と密接な連携を保ちながら提案型の国内ソリューション販売事業拡大を図りました。ま

た、新たに加わった(株)ＳＵＷＡオプトロニクスによる光学ユニット等の販売（5,318百万円）が好調に推移

したことで、当事業の売上高は6,206百万円（前年同四半期比507.5%増）となりました。

 

所在地セグメントの概況は、次のとおりであります。　

　「日本」は書画カメラ等エルモ製品ならびに各種ソリューション提案による販売を推進し、さらに(株)ＳＵＷＡ

オプトロニクスによる光学ユニット売上が加わったことで売上高は8,937百万円（前年同四半期比138.7%増）と伸

長した結果、営業損失は前年同四半期から78百万円改善し、14百万円となりました。

　「北米」は初等教育向け書画カメラ販売が当期も伸長したことで、売上高は2,427百万円（前年同四半期比16.8%

増）となり、営業利益は190百万円となりました。

　「欧州」は経済の落ち込みが引き続き深刻であり、当社欧州販売網が再編過程という状況もあり売上高は87百万

円（前年同四半期比8.8%増）となりましたが、営業損失11百万円となりました。

　「アジア」はタイ工場で書画カメラ生産が大幅に増加したこと、ならびに(株)ＳＵＷＡオプトロニクス・中国子

会社２社の光学ユニット売上（593百万円）が当期から加わったことで売上高は5,853百万円（前年同四半期比

550.2%増）となり、営業利益は200百万円となりました。
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(2) 財政状態 

　 当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、たな卸資産の減少などにより、総資産は前連結会計年度末に比べ119

百万円減少して19,211百万円となりました。純資産は利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に比べ498百

万円増加して4,757百万円となりました。自己資本比率は前連結会計年度末に比べ2.7ポイント増加して24.1%とな

りました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

　 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下資金という。）は、第１四半期連結会計期間末に

比べ133百万円増加して4,167百万円となりました。

　(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

　 当第２四半期連結会計期間において営業活動の結果、得られた資金は358百万円となりました。これは主に、仕入

債務の減少額が1,633百万円あったものの、税金等調整前四半期純利益が186百万円の計上があったほか、売上債

権の減少額が1,485百万円、たな卸資産の減少額が196百万円あったこと等によるものであります。 

　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　 当第２四半期連結会計期間において投資活動の結果、支出した資金は137百万円となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出が191百万円あったこと等によるものであります。

　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　 当第２四半期連結会計期間において財務活動の結果、得られた資金は6百万円となりました。これは短期借入金

の純増加が44百万円あったこと等によるものであります。

  

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社企業グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

(5) 研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間における当社企業グループ全体の研究開発費の総額は、352百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社企業グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期連結会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変化はありませんでし

た。

 

(7) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社企業グループは、必要資金につきましては、自己資金のほか、借入金により資金を調達しております。そのうち

借入金による調達につきましては、基本的に運転資金は原則１年以内の短期資金とし、設備資金につきましては、設

備資金計画書に基づき調達計画を作成し、内部資金で不足する場合は、長期借入金により調達を行う方針でありま

す。

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産合計14,737百万円に対し、流動負債は12,292百万円で119.9％と

なっております。特に現金及び預金も4,167百万円所持いたしております。バランス上での財務状態は健全であり、

かつ、営業活動によるキャッシュ・フローを生み出す力も十分に保持しているものと判断し、当社グループ企業の

展開に際し必要な資金の調達は可能であると考えております。

　

(8) 経営者の問題認識と今後の方針について 

　当社企業グループの経営陣は、信頼性の高い財務報告を達成するために、内部統制を整備し、適切な運用、チェック

を実施してまいります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

  

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。　

　また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年10月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,072,102 11,072,102非上場
単元株式数

1,000株 

計 11,072,102 11,072,102 － －

（注）当社は平成22年４月１日をもって株式移転により(株）タイテックと共同持株会社となる「テクノホライゾ

ン・ホールディングス(株）」を設立し、平成22年３月29日に上場廃止となりました。　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

  

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成22年６月１日～

 平成22年８月31日 
－ 11,072,102 － 796,204 － 367,823
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（６）【大株主の状況】

　当社は、平成22年４月１日をもって株式移転により(株)タイテックと共同株式会社となる「テクノホライゾン

・ホールディングス(株)を設立し、当社はその完全子会社となっております。　

氏名または名称　 住所　
所有株式数

（千株）　

発行済株式総数に対する所

有株式数の割合（％）　

テクノホライゾン・

ホールディングス（株）　
名古屋市南区千竃通二丁目13番地１　 11,072　 100.00　

  

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成22年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  11,072,000 11,072
株主としての権利内容に制限

のない、標準となる株式

単元未満株式 普通株式     　  102 ― 同上

発行済株式総数 11,072,102― ―

総株主の議決権 ― 11,072 ―

  

②【自己株式等】

 該当事項はありません。
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高（円） 310 ― ― ― ― ―

最低（円） 280 ― ― ― ― ―

（注）株価はジャズダック証券取引所におけるものです。なお、平成22年３月29日付けで上場廃止となりましたの

で、それ以前の数値に基づき掲載しております。

 

３【役員の状況】

　前連結会計年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1)退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日　

取締役　 品質保証本部長　 新出　達明 平成22年６月15日　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年３月１日から

平成22年８月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平

成21年８月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてあずさ監査法人による四半期レビューを受けております。また、当第２四半期連結会計期間

（平成22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年

８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けており

ます。

　なお、あずさ監査法人は平成22年７月１日付で有限責任監査法人に移行したことにより、名称が有限責任 あずさ監

査法人に変更されました。　　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,167,058 3,682,631

受取手形及び売掛金 5,599,144 ※3
 5,378,944

商品及び製品 2,025,586 2,938,529

仕掛品 329,398 98,993

原材料及び貯蔵品 1,497,625 1,048,527

その他 1,140,032 1,845,331

貸倒引当金 △21,109 △33,784

流動資産合計 14,737,736 14,959,174

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,113,592 2,065,310

その他（純額） 1,473,064 1,450,107

有形固定資産合計 ※1
 3,586,656

※1
 3,515,420

無形固定資産 121,331 118,600

投資その他の資産

その他 778,190 740,915

貸倒引当金 △12,748 △3,554

投資その他の資産合計 765,442 737,361

固定資産合計 4,473,429 4,371,382

資産合計 19,211,166 19,330,556

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,439,923 ※3
 6,341,416

短期借入金 5,014,546 4,620,000

未払法人税等 308,057 55,872

引当金 28,937 39,633

その他 1,501,495 1,700,838

流動負債合計 12,292,959 12,757,760

固定負債

長期借入金 520,000 600,822

退職給付引当金 1,166,954 1,226,064

引当金 23,211 26,084

負ののれん 364,789 419,108

その他 86,073 42,208

固定負債合計 2,161,029 2,314,288

負債合計 14,453,989 15,072,049
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 796,204 796,204

資本剰余金 952,098 952,336

利益剰余金 3,555,300 2,792,613

自己株式 － △238

株主資本合計 5,303,603 4,540,916

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 563 563

繰延ヘッジ損益 △89,232 22,175

為替換算調整勘定 △579,496 △422,355

評価・換算差額等合計 △668,165 △399,616

少数株主持分 121,739 117,207

純資産合計 4,757,176 4,258,507

負債純資産合計 19,211,166 19,330,556
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年８月31日)

売上高 8,184,867 21,745,167

売上原価 5,939,989 17,529,026

売上総利益 2,244,878 4,216,141

販売費及び一般管理費 ※
 2,019,288

※
 2,948,088

営業利益 225,590 1,268,053

営業外収益

受取利息 2,898 2,156

受取配当金 462 316

持分法による投資利益 － 2,086

負ののれん償却額 － 39,884

為替差益 64,367 －

受取補償金 － 25,164

その他 10,432 30,133

営業外収益合計 78,161 99,742

営業外費用

支払利息 8,994 30,295

売上割引 3,778 2,060

為替差損 － 44,471

その他 129 7,488

営業外費用合計 12,901 84,316

経常利益 290,849 1,283,478

特別利益

固定資産売却益 － 3,524

リコール損失引当金戻入額 28,905 2,144

製品保証引当金戻入額 － 1,053

その他 502 105

特別利益合計 29,408 6,826

特別損失

固定資産売却損 － 22

固定資産除却損 8,667 8,793

投資有価証券評価損 4,295 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,700

特別損失合計 12,963 13,515

税金等調整前四半期純利益 307,294 1,276,789

法人税等 62,483 364,183

少数株主利益 1,126 5,982

四半期純利益 243,683 906,624
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年８月31日)

売上高 4,305,321 10,185,866

売上原価 3,090,651 8,501,932

売上総利益 1,214,669 1,683,933

販売費及び一般管理費 ※
 1,010,238

※
 1,467,696

営業利益 204,431 216,237

営業外収益

受取利息 744 1,339

受取配当金 425 278

持分法による投資利益 － 2,086

負ののれん償却額 － 19,262

為替差益 10,327 －

受取補償金 － 23,778

受取賃貸料 － 3,868

その他 4,984 11,165

営業外収益合計 16,481 61,780

営業外費用

支払利息 2,160 15,155

売上割引 1,465 1,431

為替差損 － 76,164

その他 129 552

営業外費用合計 3,754 93,304

経常利益 217,158 184,713

特別利益

固定資産売却益 － 3,524

リコール損失引当金戻入額 7,318 196

その他 210 105

特別利益合計 7,529 3,826

特別損失

固定資産除却損 7,704 1,598

特別損失合計 7,704 1,598

税金等調整前四半期純利益 216,982 186,941

法人税等 39,646 29,477

少数株主損失（△） △302 △1,546

四半期純利益 177,638 159,009
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 307,294 1,276,789

減価償却費 265,162 309,712

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11,719 △3,090

退職給付引当金の増減額（△は減少） △54,688 △59,110

受取利息及び受取配当金 △3,360 △2,473

支払利息 8,994 30,295

為替差損益（△は益） 186 △950

持分法による投資損益（△は益） － △2,086

有形固定資産売却損益（△は益） △105 △3,501

固定資産除却損 8,667 8,793

投資有価証券評価損益（△は益） 4,295 －

売上債権の増減額（△は増加） 104,528 △317,681

たな卸資産の増減額（△は増加） 510,655 134,020

仕入債務の増減額（△は減少） △251,392 △758,943

その他 169,899 536,373

小計 1,081,856 1,148,148

利息及び配当金の受取額 3,386 1,387

利息の支払額 △8,939 △27,420

法人税等の支払額 △48,615 △114,958

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,027,686 1,007,157

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 34,785 －

有形固定資産の取得による支出 △95,306 △629,445

有形固定資産の売却による収入 161 48,480

無形固定資産の取得による支出 △16,197 △17,885

投資有価証券の取得による支出 － △547

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

5,226 －

関係会社出資金の払込による支出 － △25,000

貸付けによる支出 － △3,588

貸付金の回収による収入 362 311

その他 △2,702 5,681

投資活動によるキャッシュ・フロー △73,671 △621,994
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △258,400 394,000

長期借入金の返済による支出 － △80,276

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △1,238

株式の発行による収入 9,450 －

配当金の支払額 △143,287 △143,937

少数株主からの払込みによる収入 － 4,000

少数株主への配当金の支払額 △40 △477

財務活動によるキャッシュ・フロー △392,277 172,070

現金及び現金同等物に係る換算差額 39,378 △72,806

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 601,117 484,427

現金及び現金同等物の期首残高 1,431,541 3,682,631

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,032,658

※
 4,167,058
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 （１）連結範囲の変更

  第１四半期連結会計期間より、ELMO Europe SASを新たに設立したため、ま

た当第２四半期連結会計期間より、(株)エルモアイテックを新たに設立した

ため、それぞれ連結の範囲に含めております。

　

（２）変更後の連結子会社の数

16社

 

２．持分法の適用に関する事項の変更 （１）持分法適用関連会社の変更

　第１四半期連結会計期間より、南陽南方智能光電有限公司は新たに株式を取

得したため、持分法適用の範囲に含めております。

（２）変更後の持分法適用関連会社の数

１社 

３．会計処理基準に関する事項の変更 （１）資産除去債務に関する会計基準の適用

　「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第21号 平成20年３月31日）が、平成22年３月31日以前に開始する連結会

計年度に係る連結財務諸表から適用できることとなったことに伴い、第１四

半期連結会計期間から同会計基準および同適用指針を適用しております。

　これにより、特別損失が4,700千円増加し、税金等調整前四半期純利益が

4,700千円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響はありません。

（２）企業結合に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基

準第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会

計基準第22号　平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基準」の一

部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事業分離等に関する

会計基準」（企業会計基準第７号　平成20年12月26日）、「持分法に関する会

計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月26日公表分）及び「企業結合

会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指

針第10号　平成20年12月26日）を適用しております。 

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定し

ているため、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定しており

ます。 

２．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第２四半期連結会計期間末の一般債権の貸倒実績率等が前連結会計年度

末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末

の一般債権の貸倒実績率等を使用して、当第２四半期連結会計期間末の一般

債権の貸倒見積高の算定を行っております。 

３．たな卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省

略し、前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算

定する方法によっております。

　また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものに

ついてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】
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当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益（又は純損失)に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益（又は純損失)に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年８月31日）

前連結会計年度末
（平成22年２月28日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、5,112,150千円で

あります。 

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、4,932,088千円で

あります。　

　２　手形割引高及び裏書譲渡高

手形割引高 20,844千円

　２　手形割引高及び裏書譲渡高

手形割引高 20,423千円

　 ※３　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手

形交換日をもって決済処理しております。

　　　なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日であったた

め、次の連結会計年度末日満期手形が、連結会計年度末

残高に含まれております。

 

受取手形 

支払手形

81,643千円

4,171千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料 642,134千円

賞与 88,637 〃

退職給付費用 31,655 〃

販売奨励金等 151,793 〃

研究開発費 336,665 〃

貸倒引当金繰入額 11,143 〃

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料 822,320千円

賞与 148,884 〃

退職給付費用 36,337 〃

販売奨励金等 181,349 〃

研究開発費 389,223 〃

貸倒引当金繰入額 148 〃

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料 319,890千円

賞与 33,959 〃

退職給付費用 16,180 〃

販売奨励金等 75,284 〃

研究開発費 169,569 〃

貸倒引当金繰入額 △912 〃

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料 430,317千円

賞与 67,429 〃

退職給付費用 20,896 〃

販売奨励金等 54,445 〃

研究開発費 183,403 〃

貸倒引当金繰入額 148 〃
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年８月31日現在）

現金及び預金 2,033,375 千円

預入期間３ヶ月超の

定期預金
△717  〃

現金及び現金同等物 2,032,658  〃

 

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年８月31日現在）

現金及び預金 4,167,058 千円

預入期間３ヶ月超の

定期預金
－  〃

現金及び現金同等物 4,167,058  〃

 

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　

平成22年８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 11,072,102株

 

２．自己株式の種類及び株式数

該当事項はありません。

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

配当金支払額
 
 
    （決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月27日

定時株主総会
普通株式 143,937 13.0平成22年２月28日平成22年５月28日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

　　当社及び連結子会社の事業は光学機器関連事業ならびにこれらの付帯業務の単一事業であります。従いまし

て、開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。 

 

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日）

　　当社及び連結子会社の事業は光学機器関連事業ならびにこれらの付帯業務の単一事業であります。従いまし

て、開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。 

 

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

欧州
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　       
(1）外部顧客に対する売上高 2,152,5772,072,10080,643 － 4,305,321 － 4,305,321

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高
1,591,1346,575 － 900,3082,498,018(2,498,018) －

計 3,743,7112,078,67680,643900,3086,803,339(2,498,018) 4,305,321

営業利益又は営業損失（△） △92,242120,624△3,527 106,457131,31173,119　 204,431

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1）北米・・・・米国

(2）欧州・・・・ドイツ

(3）アジア・・・タイ　

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

欧州
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　       
(1）外部顧客に対する売上高 7,076,8852,427,46387,747593,76910,185,866 － 10,185,866

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
1,860,800 － － 5,259,7267,120,526(7,120,526) －

計 8,937,6862,427,46387,7475,853,49517,306,392(7,120,526) 10,185,866

営業利益又は営業損失（△） △14,006190,365△11,535200,576365,399(149,162) 　 216,237

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1）北米・・・・米国

(2）欧州・・・・ドイツ

(3）アジア・・・中国、タイ

EDINET提出書類

株式会社エルモ社(E02359)

四半期報告書

23/32



前第２四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

欧州
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　       
(1）外部顧客に対する売上高 4,540,0893,497,041147,737 － 8,184,867 － 8,184,867

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高
2,834,41911,711 － 1,490,2664,336,398(4,336,398) －

計 7,374,5083,508,752147,7371,490,26612,521,265(4,336,398) 8,184,867

営業利益又は営業損失（△） △211,107145,553△8,559 151,19677,083148,506　 225,590

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1）北米・・・・米国

(2）欧州・・・・ドイツ

(3）アジア・・・タイ　　

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

欧州
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　       
(1）外部顧客に対する売上高 16,266,0034,244,036173,2881,061,83921,745,167 － 21,745,167

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
4,184,870 － － 10,155,03714,339,907(14,339,907) －

計 20,450,8734,244,036173,28811,216,87636,085,075(14,339,907) 21,745,167

営業利益又は営業損失（△） 802,055277,537△17,842367,6911,429,443(161,389) 　 1,268,053

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1）北米・・・・米国

(2）欧州・・・・ドイツ

(3）アジア・・・中国、タイ

　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 2,404,843 206,013 86,002 2,696,859

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 4,305,321

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
55.8 4.8 2.0 62.6

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1）北米・・・・米国、カナダ

(2）欧州・・・・イギリス、イタリア、ドイツほか

(3）その他の地域・・・・アジア、大洋州ほか

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります
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　当第２四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

 北米 アジア 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 2,915,4813,771,303173,554 113,3126,973,652

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 10,185,866

Ⅲ　連結売上高に占める海外売

上高の割合（％）
28.6 37.0 1.7 1.1 68.5

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1）北米・・・・米国、カナダ

(2) アジア・・・中国ほか

(3) 欧州・・・・イギリス、イタリア、ドイツほか　

(4）その他の地域・・・・大洋州ほか

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

４　アジアは前年同四半期は「その他の地域」に含めて表示しておりましたが、当連結会計年度において重要性

が増したため、区分表示しております。　

　なお、前第２四半期連結会計期間の「その他の地域」に含まれる「アジア」の海外売上高は34,913千円であ

ります。　

　

　前第２四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日）

 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 4,083,615 401,388 143,008 4,628,012

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 8,184,867

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
49.9 4.9 1.7 56.5

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1）北米・・・・米国、カナダ

(2）欧州・・・・イギリス、イタリア、ドイツほか

(3）その他の地域・・・・アジア、大洋州ほか

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります

　

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日）

 北米 アジア　 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 4,892,2088,121,974431,963 146,91613,593,062

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 21,745,167

Ⅲ　連結売上高に占める海外売

上高の割合（％）
22.5 37.3 2.0 0.7 62.5

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1）北米・・・・米国、カナダ

(2) アジア・・・中国ほか　

(3）欧州・・・・イギリス、イタリア、ドイツほか

(4）その他の地域・・・・大洋州ほか

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

４　アジアは前年同四半期累計期間は「その他の地域」に含めて表示しておりましたが、当連結会計年度にお　　

いて重要性が増したため、区分表示しております。　

なお、前第２四半期連結累計期間の「その他の地域」に含まれる「アジア」の海外売上高は73,316千円であ

ります。
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（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成22年８月31日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末に比べて著しい変動がないため、記載

を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　　当第２四半期連結会計期間末（平成22年８月31日）

対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、会社事業の運営において重要なものとなっており、かつ前連結

会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。 

通貨関連　

種類
契約額等
（千円）

時価
（千円）

評価損益
（千円）

為替予約取引             

売建　 1,371,85071,87171,871　

買建　 1,776,799△44,199△44,199

合計 3,148,65027,671 27,671

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

　

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額　

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年８月31日）

前連結会計年度末
（平成22年２月28日）

１株当たり純資産額 418.66円 １株当たり純資産額 374.03円

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 22.05円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
22.01円

１株当たり四半期純利益金額 81.88円

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 243,683 906,624

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 243,683 906,624

期中平均株式数（千株） 11,051 11,072

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 20 －

（うち新株予約権） (20) (－)

　
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 16.04円

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益金額 14.36円

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 177,638 159,009

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 177,638 159,009

期中平均株式数（千株） 11,072 11,072
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（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

（子会社設立）

平成22年９月23日開催の取締役会において、当社全額出資による子会社を設立することが決議されました。

　

（１）子会社設立の理由　　中国におけるマーケティングおよび販売活動の強化

（２）名称　　　　　　　　北京艾路摩科技有限公司　

（３）設立時期　　　　　　平成22年11月(予定）

（４）事業の内容　　　　　書画カメラ他ＩＣＴ関連機器等の光学機器・電気製品の販売　

（５）資本金　　　　　　　５百万元(約62百万円）

（６）取得後の持分比率　　100％　

　

（子会社の異動に伴う持分の一部譲渡）

　平成22年９月16日開催の取締役会において、当社連結子会社である(株)ＳＵＷＡオプトロニクスの100％子会社であ

る東莞旭進光電有限公司（以下、「東莞旭進光電」という。）の持分の一部を中国南方工業集団公司（中国中央政府

直轄企業、以下「南方工業集団」）傘下の利達光電股?有限公司（以下、「利達光電」という。）並びに河南同城光電

有限公司（以下、「河南同城光電」という。）に譲渡することが決議されました。

（１）子会社持分譲渡の理由

　(株)ＳＵＷＡオプトロニクスと南方工業集団は、主にデジタルカメラ用レンズユニット事業を世界水準の規模まで

協業のうえ拡大していくことで合意し、(株)ＳＵＷＡオプトロニクスが保有する東莞旭進光電の持分の一部を利達光

電並びに河南同城光電へ譲渡し、強固な提携関係を築くためであります。　　

（２）持分を譲渡する相手会社の名称

１．利達光電　

商号　 利達光電股?有限公司

本店所在地 中華人民共和国河南省南陽市工業南路508号

代表者の役職・氏名 菫事長 張 守啓

事業内容
光学部品、光学コーティング、光学レンズ、光学エンジン、光学副資材、光学測定器並び

に関係製品の開発・製造・販売並びにアフターサービス

資本金の額 199,240 千人民元（約2,482 百万円）

設立年月日 平成７年４月５日

純資産 465,154千人民元（約5,795百万円）

総資産 645,771千人民元（約8,046百万円）

大株主及び持株比率
南方工業集団公司　　39.0％

南方工業資産管理有限公司　　13.4％

　

２．河南同城光電　

商号　 河南同城光電有限公司

本店所在地 中華人民共和国河南省南陽市高新区３号工業園

代表者の役職・氏名 菫事長 朱 大海

事業内容 光学レンズ製造業

資本金の額 3,500 千人民元（約43百万円）

設立年月日 平成17 年１月28 日

純資産 5,758千人民元（約71百万円）

総資産 12,047千人民元（約150百万円）

大株主及び持株比率 朱大海 71.5％、朱秀媚 16.5％
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当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

　

（３）持分譲渡の時期　　　　平成22年10月末（予定）　

（４）持分譲渡価格　　　　　利達光電　16,920千人民元、河南同城光電　1,057千人民元

（５）持分売却後の持分比率　49.0％　

　

　

（リース取引関係）

　リース取引開始日が、新リース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、引

き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しておりますが、当第２四半期連結会計期間末におけ

るリース取引残高は、前連結会計年度末に比べて著しい変動がありません。 

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年10月15日

株式会社エルモ社

取締役会　御中

あ　ず　さ　監　査　法　人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 山内　和雄

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岩田　国良

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エルモ社の

平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年

８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エルモ社及び連結子会社の平成21年８月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年10月14日

株式会社エルモ社

取締役会　御中

有 限 責 任  あ　ず　さ　監　査　法　人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山内　和雄

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩田　国良

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エルモ社

の平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年６月１日から平成22

年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手

続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エルモ社及び連結子会社の平成22年８月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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